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心せわしい年の暮れを迎え、何かとご多用とは存

じますが、お体にお気を付けてお過ごしください。

11月19日に開かれました小渋ダム土砂バイパストンネル完成式典の様子と土砂バイパストンネル

の運用ついて紹介します。

当日は、あいにくの天気でしたが、多くの関係者の出席のもと、トンネルの完成を祝いました。

小渋ダムは「三六災害」の教訓を生かして、昭和４４年に完成しました。運用開始後、４７年経過

しています。小渋ダム土砂バイパストンネルは、ダムに堆積する土砂により、１５年後にはダム機能

を維持できない恐れがあると、平成２１年から工事着手し、本年９月に完成しました。

土砂バイパストンネルの運用により、ダム貯水池を経由せずに土砂をダム下流へ流すことで、小渋

ダムを約６０年長寿命化できます。それとともに、ダム下流の河床の粒度分布を改善し、小渋川のみ
ならず天竜川の豊かな自然を守ることができます。

本格運用は平成３１年からを予定しています。

「裏面もご覧下さい。」

くす玉開披

試験放水

洪水時には最大で

毎秒370トンを放水できます
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「第３７回 大鹿村産業文化祭」を紹介します。

< 編集委員から >

今回初めて参加させていただきました。子供

たちの楽しくしている姿がとても印象的でした。

筆者もかぼちゃの重さ当てゲームに参加し、

500g差で見事２位を獲得しました。

いろいろな演芸やアトラクションがあり、

一日中楽しむことができました。

完成工事の紹介

１１月１３日(日) 大鹿村交流センターにて

第３７回大鹿村産業文化祭が開催されました。

４年ぶりの快晴の中、多くの人でにぎわいました。

大鹿中学校の生徒さんの治山学習を紹介します。

平成27年度 天竜川水系塩川第２砂防堰堤付替道路工事
およそ15ヶ月間に渡る工事が11月15日をもって完成しました。

工事中におきましては、何かとご迷惑をお掛けし、大変申し訳ありませんでしたが、これも一重に地域

の皆様方のご理解とご協力の賜物と、感謝申し上げる次第であります。

これから先、更に地域住民の皆様の暮らしの安心を支える砂防事業が進んで行く事と思います。

また私共も、どうか皆様の更なるご健康、ご活躍を祈ってやみません。

大変お世話様になり、心から感謝を申し上げ、完成のお礼のご挨拶とさせて頂きます。

現場代理人

増田 健治

監理技術者

片桐 英樹

く ま し ろ

11月１４日に大鹿中学校の１年生を対象とした治山学習が行われました。

この行事は小渋川治山事業所と管内で治山工事を受注している業者の協力により開催され、

自然災害の原因や治山事業の効果を体験する催しです。

午前中に安康露頭の観察・採取と中央構造線博物館での学習をし、

午後から中洞地区の苦竹沢に移動し、中央構造線の東側と西側で採取した石の

硬さを叩いて比べたり、治山工事の目的や土石流の危険性を学習しました。


